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見直される膵癌診療の
新展開

　膵癌の治療成績は長い間改善がみられなかったが，最近になり非切除

例に対しての新規抗癌剤および分子標的薬の登場によるMSTの延長が

多く報告されてきている．切除例でも，borderline resectable 症例への

neoadjuvant therapy による切除率および根治切除率の向上，また切除

可能例への術後 adjuvant therapy により，予後の改善がみられるよう

になってきた．

　一方，診断面においては術前診断の精度の向上により早期膵癌の診断

率が向上した．また鑑別診断における膵癌診断能の向上により，大きな

手術侵襲を要する膵切除が「癌の疑い」によって適応となる症例が減少

してきていると思われる．

　本特集では，予後に直接貢献してきているこうした膵癌診療の臨床的

進歩を俯瞰できるよう，各エキスパートに執筆をお願いした．

©
IG
A
K
U
―S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
4

2026/10/08 20:52:46


